
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

日
頃
、
農
業
委
員
会
活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
頂
き
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
が
解
決
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

関
係
国
と
調
整
が
つ
か
ず
、
皆
様
の

関
心
の
高
い
農
産
品
５
品
目
を
含
め
、

持
ち
越
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
は
攻
め
の
農
林
水
産
業

の
た
め
の
農
政
改
革
と
し
て
、
経
営

所
得
安
定
化
の
見
直
し
、
多
面
的
機

能
支
払
の
創
設
、
需
要
の
あ
る
作
物

の
振
興
、
米
政
策
の
改
革
を
進
め
、

農
業
・
農
村
の
所
得
倍
増
、
創
意
工

夫
に
富
ん
だ
農
業
経
営
体
の
育
成
、

農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
増
進
、
食
料
自
給
率
の
向
上
と

食
料
安
全
保
障
を
目
指
す
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
農
政
が
大
き
な
変
革

を
迎
え
、
先
の
見
え
な
い
不
安
を
感

じ
て
お
り
ま
す
が
、
農
業
委
員
会
と

し
て
町
の
農
業
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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農業者年金で将来安心！農業者年金で将来安心！農業者年金で将来安心！

年間従事日数
６０日以上

国民年金
第1号

被保険者

２０歳以上
６０歳未満

年間従事日数
６０日以上

国民年金
第1号

被保険者

２０歳以上
６０歳未満

大人気☆田上レンジャー　産業まつりに登場！
農業者年金は、農業者だけが加入できる年金制度です。

加入要件は次の３つだけ！

農地の権利は必要ありません！ 女性も若い後継者も大歓迎！
短期間でも将来へ積み立てませんか？
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　農業委員会では、農地パトロールを実施

しています。遊休農地・違反転用・不法投

棄が無いか現地を調査しています。

　転用の際は、農地法４条・５条の許可が

必要となり、許可を得ずに農地を農地以外

に利用することはできません。

　農地の権利をお持ちの方は農地を農地と

して耕作しましょう。

　平成21年12月５日に改正農地法が

施行され、相続等によって農地の権

利を取得したときは、農業委員会に

届出が必要です。届出様式は、農業委員会事務

局または町のホームページへ。

　 　http://www.town.tagami.niigata.jp

　　　　　　　　農地法第３条・第４条・第５

　　　　　　　条の許可申請受付、利用権設定

申出書は毎月15日が締切りです。

　15日が土日・祝祭日の場合は休みの前日が締
切りとなります。

　田上郷土地改良区推薦・中越農業共済組合推

薦の選任委員に交代がありました。よろしくお

願いします。

　退任された田上郷土地改良区推薦の牛田勝委

員、中越農業共済組合推薦の泉田洋一委員には

田上町の農業振興に貢献いただきました。お疲

れさまでした。

  

　

農
業
委
員
の
視
察
研
修
と
し
て
、
島
根
県

安
来
市
に
あ
る
揖
屋
干
拓
地
を
視
察
し
て
来

ま
し
た
。

　

揖
屋
干
拓
地
は
、
昭
和
38
年
度
か
ら
農
林

水
産
省
の
国
営
中
海
土
地
改
良
事
業
と
し
て
、

農
地
（
畑
）
2
0
9
ｈ
ａ
が
造
ら
れ
、
昭
和

63
年
度
に
完
了
し
、
大
規
模
な
畑
作
農
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
農
地
を
一
区
画
約
30
ａ

に
区
切
り
、
当
初
は
1
9
8
戸
の
農
家
が
耕

作
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
約
半
数
の

1
0
0
戸
の
農
家
が
耕
作
し
て
い
ま
す
。
耕

作
地
の
約
半
分
は
牧
草
、
そ
の
他
キ
ャ
ベ
ツ
、

赤
か
ぶ
、
た
ま
ね
ぎ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
、
採

れ
た
農
作
物
は
干
拓
地
内
に
あ
る
Ｊ
Ａ
集
荷

場
か
ら
松
江
市
場
や
大
阪
市
場
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
干
拓
地
は
、
中
海
の
一
部
を
堤
防
で

閉
め
切
り
、
干
し
上
げ
て
造
ら
れ
た
た
め
、

農
地
は
海
の
水
位
よ
り
低
く
、
農
業
排
水
、

雨
水
、
塩
分
を
含
ん
だ
浸
透
水
な
ど
が
水
路

に
流
れ
込
み
、
絶
え
ず
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水

が
必
要
で
す
。

　

農
業
用
水
は
、
宍
道
湖
や
中
海
の
淡
水
化

の
検
討
も
あ
り
ま
し
た
が
中
止
と
な
り
、
水

源
確
保
に
調
整
池
、
た
め
池
、
用
水
機
場
を

造
り
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
畑
に
灌
水
し
て

い
ま
す
。

　

賦
課
金
軽
減
対
策
と
し
て
、
水
利
施
設
の

支
援
事
業
を
導
入
し
、
維
持
管
理
の
負
担
軽

減
を
図
り
、
ま
た
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全

対
策
事
業
に
取
り
組
み
、
経
費
節
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

環
境
維
持
の
た
め
に
、
非
農
家
と
一
緒
に

ご
み
清
掃
な
ど
の
地
域
活
動
を
行
い
、
干
拓

地
の
美
化
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
な
ど
の
問
題

を
抱
え
て
い
ま
し
た
が
、
前
向
き
に
農
業
に

取
り
組
ん
で
い

る
姿
を
見
て
、

私
た
ち
も
「
が

ん
ば
れ
！
日
本

の
農
業
」
と
い

う
気
持
ち
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
視
察
研
修
で
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
い
な

ば
福
部
ら
っ
き
ょ
う
加
工
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

日
本
屈
指
の
ら
っ
き
ょ
う
の
大
生
産
地
で

あ
る
福
部
は
、
鳥
取
砂
丘
に
隣
接
し
、
そ
の

砂
丘
地
を
利
用
し
、
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
「
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
」
で
す
。
こ
の

名
称
は
、
平
成
17
年
に
商
標
登
録
を
取
得
し
、

平
成
22
年
に
は
「
本
場
の
本
物
」
と
し
て
加

工
品
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
一

層
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
砂

丘
ら
っ
き
ょ
う
は
、
色
が
白
く
、
「
シ
ャ
リ

シ
ャ
リ
」
と
歯
ざ
わ
り
が
よ
い
の
が
特
徴
で

す
。

　

加
工
セ
ン
タ
ー
で
は
「
洗
い
ら
っ
き
ょ
う
」

「
根
付
ら
っ
き
ょ
う
」「
加
工
ら
っ
き
ょ
う
」

が
製
造
さ
れ
、
全
国
に
販
路
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

加
工
セ
ン
タ
ー
視
察
後
に
、
ら
っ
き
ょ
う

畑
を
視
察
し
ま
し
た
。
現
在
、
約
1
2
0
ｈ

ａ
の
畑
を
約
80
戸
の
生
産
農
家
が
栽
培
し
、

一
戸
あ
た
り
の
栽
培
面
積
は
約
1
・
5
ｈ
ａ

と
、
日
本
一
の
経
営
規
模
を
誇
る
産
地
へ
と

成
長
し
ま
し
た
。

　

現
地
は
、
７
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
植

え
付
け
け
し
た
も
の
が
青
々
と
成
長
し
、
中

に
は
紫
色
の
花
が
咲
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
北
海
道
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
を
思
わ
せ
、

そ
の
景
観
と
広
大
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
の
広
大
な
畑
に
、
す
べ
て
手
作
業
で
植

え
付
け
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
再
び
驚
き
ま

し
た
。
夏
の
暑
さ
の
中
の
大
変
な
作
業
で
、

体
調
を
崩
す
人
も
お
り
、
少
し
で
も
労
力
が

省
け
る
よ
う
、
早
期
に
植
え
付
け
の
機
械
化

が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
生
産
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
「
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
」
に
巡
り
会
え
た
こ

と
で
、
多
く
の
苦
労
と
過
程
を
経
て
、
農
作

物
が
手
元
に
届
く
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

平成25年農地の移動状況
（H25.1.1～H25.12.31）

農地法第３条

農地法第４条

農地法第５条

事業計画変更

適 用 外 等

4件

1件

12件

4件

2件

26,309.00

138.00

6,568.47

1,212.00

299.00

平成24年度利用権設定等の実績

◇全国農業新聞購読申込受付中◇

（H24.4.1～H25.3.31）

利用権設定

利用権移転

所有権移転

22件

165件

5件

6件

新　規

再設定

全国農業新聞は、農業総合専門誌です。毎週金曜日発行で、購読料は月600円です。
１ヵ月無料のお試し購読もありますので、お手にとってみてください。
お申込みは、地区の農業委員へ！

220,755.08

892,999.43

38,839.00

34,917.00

畑で採れたキャベツ

田上郷土地改良区推薦

 五幣委員
中越農業共済組合推薦

松原委員

加工センターの様子

ストップ！ 遊休農地

ストップ！ 不法投棄

ストップ！ 違反転用

かけがえのない

農地を守り、

有効利用しましょう

な
か
う
み

い
　
　

や

か
ん
す
い
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日
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拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

加
工
セ
ン
タ
ー
視
察
後
に
、
ら
っ
き
ょ
う

畑
を
視
察
し
ま
し
た
。
現
在
、
約
1
2
0
ｈ

ａ
の
畑
を
約
80
戸
の
生
産
農
家
が
栽
培
し
、

一
戸
あ
た
り
の
栽
培
面
積
は
約
1
・
5
ｈ
ａ

と
、
日
本
一
の
経
営
規
模
を
誇
る
産
地
へ
と

成
長
し
ま
し
た
。

　

現
地
は
、
７
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
植

え
付
け
け
し
た
も
の
が
青
々
と
成
長
し
、
中

に
は
紫
色
の
花
が
咲
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
北
海
道
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
を
思
わ
せ
、

そ
の
景
観
と
広
大
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
の
広
大
な
畑
に
、
す
べ
て
手
作
業
で
植

え
付
け
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
再
び
驚
き
ま

し
た
。
夏
の
暑
さ
の
中
の
大
変
な
作
業
で
、

体
調
を
崩
す
人
も
お
り
、
少
し
で
も
労
力
が

省
け
る
よ
う
、
早
期
に
植
え
付
け
の
機
械
化

が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
生
産
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
「
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
」
に
巡
り
会
え
た
こ

と
で
、
多
く
の
苦
労
と
過
程
を
経
て
、
農
作

物
が
手
元
に
届
く
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

平成25年農地の移動状況
（H25.1.1～H25.12.31）

農地法第３条

農地法第４条

農地法第５条

事業計画変更

適 用 外 等

4件

1件

12件

4件

2件

26,309.00

138.00

6,568.47

1,212.00

299.00

平成24年度利用権設定等の実績

◇全国農業新聞購読申込受付中◇

（H24.4.1～H25.3.31）

利用権設定

利用権移転

所有権移転

22件

165件

5件

6件

新　規

再設定

全国農業新聞は、農業総合専門誌です。毎週金曜日発行で、購読料は月600円です。
１ヵ月無料のお試し購読もありますので、お手にとってみてください。
お申込みは、地区の農業委員へ！

220,755.08

892,999.43

38,839.00

34,917.00

畑で採れたキャベツ

田上郷土地改良区推薦

 五幣委員
中越農業共済組合推薦

松原委員

加工センターの様子

ストップ！ 遊休農地

ストップ！ 不法投棄

ストップ！ 違反転用

かけがえのない

農地を守り、

有効利用しましょう

な
か
う
み

い
　
　

や

か
ん
す
い



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

日
頃
、
農
業
委
員
会
活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
頂
き
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
が
解
決
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

関
係
国
と
調
整
が
つ
か
ず
、
皆
様
の

関
心
の
高
い
農
産
品
５
品
目
を
含
め
、

持
ち
越
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
は
攻
め
の
農
林
水
産
業

の
た
め
の
農
政
改
革
と
し
て
、
経
営

所
得
安
定
化
の
見
直
し
、
多
面
的
機

能
支
払
の
創
設
、
需
要
の
あ
る
作
物

の
振
興
、
米
政
策
の
改
革
を
進
め
、

農
業
・
農
村
の
所
得
倍
増
、
創
意
工

夫
に
富
ん
だ
農
業
経
営
体
の
育
成
、

農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
増
進
、
食
料
自
給
率
の
向
上
と

食
料
安
全
保
障
を
目
指
す
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
農
政
が
大
き
な
変
革

を
迎
え
、
先
の
見
え
な
い
不
安
を
感

じ
て
お
り
ま
す
が
、
農
業
委
員
会
と

し
て
町
の
農
業
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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農業者年金で将来安心！農業者年金で将来安心！農業者年金で将来安心！

年間従事日数
６０日以上

国民年金
第1号

被保険者

２０歳以上
６０歳未満

年間従事日数
６０日以上

国民年金
第1号

被保険者

２０歳以上
６０歳未満

大人気☆田上レンジャー　産業まつりに登場！
農業者年金は、農業者だけが加入できる年金制度です。

加入要件は次の３つだけ！

農地の権利は必要ありません！ 女性も若い後継者も大歓迎！
短期間でも将来へ積み立てませんか？


